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1／３ 

授業科目名 介護の基本Ⅱ 科目コード 1008 

開講クラス 介護福祉学科 コース  介護福祉士コース 学 年 １年 

担当教員 

黒木 朋子 

実務経験教員（ 有 ・ 無 ） 

 

 

 

 

開講時期 
前期・後期・通年・特別講義・その他 授業コマ数 60時間 

必 須 ・ 選 択 ・ 選択必須 単 位 数 2単位 

使 用 

テキスト１ 

書 名 新・介護福祉士養成講座『介護の基本Ⅱ』 

著 者 石本 淳也 他介護福祉士養成講座編集委員会 

出版社 中央法規出版株式会社 

使 用 

テキスト２ 

書 名  

著 者  

出版社  

参考図書 見て覚える！ 介護福祉士国試ナビ 

授業形態 講義 ・ 演習 ・ 実習 ・ 実験 ・ その他（       ） 

＜授業の目的・目標＞ 

・介護を必要とする人の尊厳ある生活を支援する専門職として、基本となる考えを学ぶ。 

・介護とは何か、介護福祉士の役割は何かを理解することで、介護福祉士は、多様、高度な介

護課題に対応する専門職としての社会的役割を理解する。 

＜授業の概要・授業方針＞ 

・「尊厳の保持」「自立支援」という新しい介護の考え方を理解するとともに、「介護を必要と

する」を、生活の観点から捉えるための学習。また、介護における安全やチームケア等につ

いて理解するための学習とする。 

＜成績基準・評価基準＞ 

・授業態度、積極性、提出物、試験、出席状況から総合的に評価する。前期試験の総合評価に

より単位認定。評価基準：１００点法で６０点以上の成績をもって合格とする。 

＜使用問題集・注意事項＞ 

・介護福祉士国家試験過去問題集  

・ 

＜授業時間外に必要な学修内容、関連科目、他＞ 

・ボランティア、施設見学、（施設・在宅）介護実習 
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授業科目名 介護の基本Ⅱ 

回 授 業 内 容 
備 

考 

1 オリエンテーション  

２ 介護福祉士の倫理  

3 介護福祉士の倫理  

４ 日本介護福祉士会の倫理綱領  

５ 自立に向けた介護福祉のあり方  

６ 自立に向けた介護福祉のあり方  

７ 自立支援の考え方  

８ 自立支援の考え方  

９ 自立支援の考え方  

１０ 自立支援の考え方  

１１ 自立支援とリハビリテーション  

１２ 自立支援とリハビリテーション  

１３ 自立支援とリハビリテーション  

１４ 自立支援とリハビリテーション  

１５ 自立支援とリハビリテーション  

１６ 自立支援とリハビリテーション  

１７ 自立支援と介護予防  

１８ 自立支援と介護予防  

１９ 自立支援と介護予防  

２０ 自立支援と介護予防  

２１ 自立支援と介護予防  

２２ 自立支援と介護予防  

２３ 自立支援と介護予防  

２４ 自立支援と介護予防  

２５ 介護を必要とする人の理解  

２６ 介護を必要とする人の理解  

２７ 介護を必要とする人の理解  

２８ 介護を必要とする人の理解  

２９ 私達の生活の理解  

３０ 私達の生活の理解  
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授業科目名 介護の基本Ⅱ 

回 授 業 内 容 
備 

考 

３１ 介護福祉を必要とする人の暮らし  

３２ 介護福祉を必要とする人の暮らし  

3３ 介護福祉を必要とする人の暮らし  

３４ 介護福祉を必要とする人の暮らし  

３５ その人らしさと生活ニーズの理解  

３６ その人らしさと生活ニーズの理解  

３７ その人らしさと生活ニーズの理解  

３８ その人らしさと生活ニーズの理解  

３９ その人らしさと生活ニーズの理解  

４０ その人らしさと生活ニーズの理解  

４１ 生活のしづらさの理解とその支援  

４２ 生活のしづらさの理解とその支援  

４３ 生活のしづらさの理解とその支援  

４４ 生活のしづらさの理解とその支援  

４５ 生活のしづらさの理解とその支援  

４６ 生活のしづらさの理解とその支援  

４７ 家族介護者への支援  

４８ 家族介護者への支援  

４９ 家族介護者への支援  

５０ 家族介護者への支援  

５１ 生活しづらさに対する対応  

５２ 生活しづらさに対する対応  

５３ 生活しづらさに対する対応  

５４ 生活しづらさに対する対応  

５５ まとめ（グループワーク）  

５６ まとめ（グループワーク）  

５７ まとめ（グループワーク）  

５８ まとめ（グループワーク）  

５９ まとめ  

６０ まとめ  
   


